
の
実
現
な
ど
に
つ
い
て
話
し

た
さ
ら
に
、
西
尾
レ
ン
ト
オ

子
「
中
部
の
建
設
会
社
・
心

l
ル
の
山
口
秀
樹
氏
が
情
報

温
ま
る
物
語
」
を
同
大
学
に
化
施
工
の
基
礎
や
こ
れ
ま
で

贈

っ

た

こ

と

が

、

今

回

の

講

の

技

術

の

発

展

に

関

し

て

説

日

座

の

開

催

に

つ

な

が

っ

た

。

明

し

た

。

日

阜

岡

通

語

講
座
は
座
学
と
実
習
で
構
そ
し
て
実
習
と
し
て
、

2

朝
岐
静
建
働

中

部

建

設

青

年

会

議

成

。

座

学

で

は

ま

ず

、

国

土

D
パ
ッ
ク
ホ
ウ
ガ
イ
ダ
ン
ス

2
5
8
n
U
M
m

(

大

矢

伸

明

会

長

)

は

交

通

省

名

四

国

道

事

務

所

の

シ

ス

テ

ム

や

マ

ル

チ

コ

プ

タ

ー

-
R
愛

知

工

業

大

学

松

田

正

尚

所

長

が

、

「

最

近

占

動

航

行

計

測

監

視

シ

ス

一

泊

経

売

経

倒

一

聾

と

連

携

し

、

同

大

学

工

の

建

設

行

政

の

話

題

」

と

し

テ

ム

な

ど

六

つ

の

情

報

化

施

一

犯

部

詔

設

学

部

都

市

環

境

学

斜

の

て

、

災

害

対

策

や

老

朽

化

す

工

を

、

キ

ャ

ン

パ

ス

に

運

び

一

問

中

日

読

産

申

建

建

3
年
生

ω人
を

対

象

る

イ

ン

フ

ラ

の

維

持

管

理

の

入

れ

た

実

物

の

機

械

を

使

っ

一

時

1
4
7
m
m
m

に

、

建

一

撃

木

の

魅

力

を

重

要

性

、

建

設

産

業

の

役

割

て

体

験

学

習

し

た

。

-

知

っ

て

も

ら

う

と

と

も

な

ど

に

つ

い

て

説

明

し

た

。

中

部

建

設

青

年

会

議

で

「

に

、

実

際

に

情

報

化

施

そ

し

て

N
P
O法
人
建
設
は
、
同
年
度
は
取
り
組
み
を
一

工

を

体

験

す

る

講

座

を

経

営

者

倶

楽

部

の

降

旗

達

生

拡

大

し

、

こ

う

い

っ

た

講

座

一

開
い
た
H

写

真

。

繍

理

事

長

が

、

「

建

設

業

の

魅

を

愛

知

・

岐

阜

・

三

重

・

静

一

同
会
議
新
建
設
産
業
創
造
業
を
若
者
に
P
R
す
る
た
め
力
と
や
り
が
い
」
を
テ
!
マ
岡
・
長
野
の
5
県
で
、
各
県
一

委
員
会
(
岡
田
良
太
委
員
長
)
の
活
動
の
一
環
。

2
0
1
3
に
、
建
撃
未
で
働
く
こ
と
の

1
回
ず
つ
開
き
た
い
と
考
え

が
行
っ
て
い
る
、
地
元
建
設
年
に
同
会
議
が
発
行
し
た
冊
実
際
や
、
仕
事
の
上
で
の
夢
て
い
る
。

建
設
業
の
魅
力
伝
え
る

中
部
建
設
青
年
会
議
愛
知
工
大
で
講
座

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事
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